
富士通（株）（6702） 平成 20 年３月期 第３四半期財務・業績の概況 

【連結 ９ヶ月累計】 

３．９ヶ月累計の連結経営成績、連結財務諸表等

【損益の状況】
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売上高 営業利益・純利益 

売上高は３兆８，０８０億円と、前年同期比７．０％の増収になりました。国内は前年同期比５．８％

の増収です。携帯電話基地局や基盤ロジック製品は伸び悩みましたが、サービス事業やパソコン／携帯電

話、９０ｎｍテクノロジーの先端ロジック製品などが伸長しました。海外は前年同期比９．０％の増収で

す。サービス事業が買収に伴う規模拡大や既存ビジネスの伸長により売上増となり、ＵＮＩＸサーバやパ

ソコンなども増収となりました。また、上半期での円安による増収影響がありました。

  営業利益は９０５億円と、前年同期比３２８億円の増益になり、営業利益率も２．４％と前年同期と比

べ０．８ポイント改善しました。当年度より実施した会計方針の変更影響を除くと９４２億円で、前年同

期比３６４億円の増益になります。売上総利益は、上半期におけるノートパソコン向けＨＤＤの著しい価

格下落や、第１四半期での基盤ロジック製品の所要回復遅れの影響がありましたが、増収効果やパソコン

の部品コストダウンなどにより、前年同期比５７８億円増加しました。一方、販売費及び一般管理費は、

欧州市場などでのサービス事業の規模拡大や次世代ネットワークに係る開発投資などの負担増に加え、上

半期での円安影響もあり、前年同期比２５０億円増加しました。

経常利益は７３７億円と、前年同期比３１８億円の増益になりました。営業外損益は持分法損益が改善

した一方、為替差損や固定資産廃却損で悪化しました。 

関連会社株式の売却益１４１億円及び中国の関連会社（南通富士通）の上場に伴う持分変動利益２０億

円を特別利益に計上しました。一方、棚卸資産の評価に関する会計基準の早期適用に伴う期首の棚卸資産

残高に係る評価損２５０億円、及び米国 Spansion Inc.など時価が著しく下落した上場株式に係る評価損

１９８億円を特別損失に計上しました。

当期純利益は３８億円の損失となりました。特別損失の計上のほか、海外子会社からの配当増加や英国

での税率変更による税金負担の増加影響がありました。なお、会計方針の変更影響を除くと１２１億円の

利益となります。
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